
気体の諸計算 
※気体定数 R = 8.3×103 Pa･L/(mol･K) 

１、以下の計算を行おう。 

（１）0℃、1.0×105 Paで、気体1 molの体積は22.4 Lである。1 molの気体を温度を0℃に保ったまま圧力を4.0×104 

Paにすると、体積は何Lになるか。有効数字2桁で答えよ。 

（２）容積1.0 Lの容器に気体を入れ、密閉して127℃に保ったところ、圧力は3.32×105 Paとなった。容器内の気体の物

質量は何molか。有効数字2桁で答えよ。 

（３）27℃、2.0×105 Paで、ある気体の密度は3.20 g/Lだった。この気体の分子量を整数で求めよ。 

（４）高度10000 mにおいて、大気圧は2.66×104 Pa、温度は－50℃である。気球が20℃、1.00×105 Paの海水面から上

昇してこの高度に達したとき、気球の体積は何倍になるか。有効数字2桁で答えよ。 

 

 

 

 

☆チャレンジ問題☆ 

 次の問いに有効数字2桁で答えよ。 

（１）27℃、5.0×105 Paで10 Lの水素がある。水素の物質量は何molか。ただし、気体定数を8.3×103 Pa･L/(mol･K) 

とする。 

（２）100℃、1.0×105 Paのとき360 mLの体積を占める気体の質量は1.0 gであった。この気体の分子量を求めよ。ただ

し、気体定数を8.3×103 Pa･L/(mol･K)とする。 

（３）27℃、1.5 atmで8.2 Lの体積を占める気体は何molか。ただし、気体定数を0.082 atm･L/(mol･K)とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【略解】 

１、（１）56 L  （２）0.10 mol  （３）40  （４）2.9倍 

☆チャレンジ問題☆ 

（１）2.0 mol  （２）86  （３）0.50 mol 


